
◯ 全国を上回るスピードで人口減少や少子高齢化が進み、若者の都市
部集中や道外への人口流出などにより、地域社会の教育力の低下に加
え、学校数の減少や小規模校化による教育の機会均等や学びの質の保
障に対する重要性が高まっていることへの対応が必要となっており、
こうした北海道が抱える課題に的確に対応し、地域社会全体で子ども
を見守り育てていく取組を支える人材の育成・確保に向けた施策を推
進

◯ こども基本法及び（（仮称）北海道こども基本条例並びに）こども
の権利条約の精神にのっとり、子どもや若者を権利の主体として認識
し、意見を取り入れ、「こどもまんなか」の考えの下、「学び」に係
る政策と「育ち」に係る政策の両者が相互に連携し、子どもや若者の
健やかな成長を社会全体で後押し

○ グローバル化や情報化の急速な進展に伴い、国境を越えた協働や多
文化共生社会の実現に向けた取組、AI・ICTの活用がますます広がる
など、将来の予測が困難な時代に、前例にとらわれない新たな発想と
行動力を持つ人材が求められることから、未来に向けて自らが社会の
創り手となり、持続可能な社会を維持・発展させ、個々人が自立して
自らの個性・能力を伸長し、多様な価値観に基づいて地域の課題をは
じめ地球規模課題の解決等をけん引する人材を育成

◯ 多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じ、地域や社会が幸せや
豊かさを感じられるため、子どもたちの豊かな情操や道徳心を培い、
正義感、責任感、自他の生命と人権の尊重、他者への思いやり、自己
肯定感、人間関係を築く力、社会性などを、教育活動全体を通じて育
み、社会に根ざしたウェルビーイングの向上を図るとともに、将来を
担う子どもたちの可能性を引き出す教育を推進

◯ 道と教育委員会、関係機関が一体となり、社会情勢の大きな変化に
適応し、道民一人ひとりが新たな時代を生き抜いていけるよう、教
育・人づくりに取り組む

◯ 生まれ育った環境などにかかわらず、誰一人取り残されることなく、
道民一人ひとりが生き生きとした人生を享受できる共生社会の実現を
目指し、幼児期から安心して質の高い教育を受け、生涯にわたって学
び続けることができる環境を整え、未来を拓く夢や希望へのチャレン
ジを応援する北海道づくりを進める

北海道総合教育大綱案（概要）
基 本 理 念

○チャレンジで夢を叶える
夢や課題に、新たな発想で挑戦する人

○ふるさとを誇り、自ら動く
ふるさとを愛し、グローバルな視点で地域の発展のために行動する人

○個性や違いを力にかえる
互いの個性や文化の違いを尊重し、ともに力を合わせる人

○社会の一員としての主体性を高める
自らの意見を表明し、社会づくりに参画する人

求められる人間像

北海道では、全国を上回るスピードで進む人口減少、少子高齢化により、地域の暮
らしや経済を支える担い手不足が大きな課題となっており、本道の持続的な発展を支
える人づくりの重要性はますます高まっている。

最も力を入れて取り組むべきことの一つが、教育の充実。教育は、個人の社会的自
立の基礎を築き、夢や希望の源泉として一人ひとりの生涯を支えるとともに、その成
果は、広く社会全体に還元され、社会の維持・発展の原動力となる。
本道教育の充実を図るため、都市部への人口集中が進む中、今後とも地域社会の教

育力を維持するとともに、誰一人取り残されることなく、幼児期から安心して質の高
い教育を受け、生涯にわたって学び続けることができる環境を整える必要がある。

北海道は、先人から受け継がれてきた雄大な自然や特色ある文化、地域資源を活か
した産業、そして何より、困難を恐れずに挑戦を続ける地域の人々の気概や情熱と
いった強みがある。これらの強みを次の世代に引き継いでいくことで、大きな変化の
時代を乗り越えていくことができるものと確信している。
北海道に生まれ育ち、学んだ子どもたちが、ふるさとへの思いを抱き続け、自ら成

長し、新しい時代の北海道の担い手として活躍、挑戦することができるよう、オール
北海道で取り組んでまいりたい。

は じ め に

○ 策定の根拠
・「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、本道の教育、学術及び文
化の振興に関する総合的な施策について、その目標（理念）や施策の根本を定める

・総合教育会議における北海道教育委員会との協議を経て、知事が定める

○ 大綱の位置付け
・「北海道総合計画」が示す政策の基本的な方向に沿って策定する特定分野別計画
・大綱を踏まえ策定する「北海道教育推進計画」をはじめ「(仮称)北海道こども計画」
や幼児教育、文化、スポーツなど分野別の関連計画・方針等に基づき施策を推進

本大綱の策定根拠等
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【取組の方向性：16項目】
○いじめ防止の取組の充実
○不登校児童生徒への支援の充実
○児童虐待の未然防止や早期発見・早期対応
○子どもの貧困対策など学びのセーフティネットの構築
○地域創生の視点を踏まえた特色ある高校づくりと地学協働の推進
○地域の特色を活かした多様な体験活動の推進
○幼児教育施設や学校段階間の連携・接続の推進
○学校における働き方改革の推進
○教員の確保と資質向上
○私学教育の振興
○教育ＤＸの推進
○安全・安心な学習環境の確保
○医療的ケア児への支援の充実
○ヤングケアラーへの支援の充実
○子どもの自殺対策、犯罪などから子どもを守る取組の充実
○子どもの意見表明の機会の確保

【取組の方向性：14項目】
○幼児教育の充実
○新しい時代に必要となる資質・能力の育成
○体力・運動能力の向上
○学校保健、学校給食・食育の充実
○特別支援教育の充実
○グローバル人材の育成
○探究・ＳＴＥＡＭ教育の充実
○キャリア教育の充実
○道徳教育・人権教育の充実
○ふるさと教育の充実
○防災教育の充実
○18歳成年に伴う消費者教育・金融経済教育・主権者教育等の充実
○環境教育の充実
○持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の推進

基本方針Ⅰ 持続可能な社会の創り手を育む
基本方針Ⅱ 誰一人取り残されない子どもの学びと育ちの

環境を整える

【取組の方向性：７項目】
○本道の基幹産業を支える人材の育成
○新たな社会を拓くＩＣＴ人材の育成
○地域創生を担う人材の育成と活躍促進
○大学や企業等との連携強化
○地域の安心を守る医療・福祉を担う人材の育成
○就職氷河期世代の活躍促進
○多文化共生社会に向けた環境の整備

基本方針Ⅲ 地域と産業を担う人を育む

【取組の方向性：６項目】
○生涯学習の振興
○リカレント教育の推進
○社会教育の振興
○芸術文化活動の推進
○文化財等の保存及び活用の推進
○スポーツ活動の振興

基本方針Ⅳ 生涯を通じて学び続ける人を育む

グローバル化や情報化が進展し、将来の予測が困難な時代におい
て、「持続可能な社会の創り手」となるために必要な資質・能力の
育成

家庭環境や生まれ育った地域、学校の規模にかかわらず、誰一人取り残さ
れることない共生社会の実現を目指した、子どもたちが安心して質の高い教
育が受けられる環境を整備し、子どもの健やかな成長を社会全体で後押し

地域創生、産業、医療・福祉を担う人材や、ＤＸ推進の支えとな
るデジタル人材の育成

人生100年時代を迎え、生涯を通して学び続けられる環境の整備や、人
づくり・地域づくりにつながる社会教育の振興

北海道総合教育大綱案（概要）

基 本 方 針
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